
みんなで止めよう！ 辺野古新基地建設 ‼ 

オール沖縄会議 賛助会員（団体） 新規募集のお願い 

 辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議 
 

日頃より当会へのご支援をいただき誠にありがとうございます。20 年度は、新型コロナ感染症の

蔓延によって、ゲート前での県民大行動も休止が続き、また、緊急事態宣言の度に、ゲート前、海上、

浜テント、安和、塩川での抗議活動も休止を余儀なくされました。抗議現場から感染者を出さないた

めの活動休止でしたが、工事が進み焦りや苛立ちが募る中でご協力いただきました。 

また、政府の設計変更承認申請（軟弱地盤埋め立て）への意見書提出の呼びかけに、県内外から沖

縄県に 2万件近く提出されました。知事の不承認を支えるご協力にも感謝申し上げます。 

辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議の市民運動は続きます。当会の運営活動費は、皆さま

からの会費とご寄付によって支えられております。 

下記申込書に、お名前・郵便番号・ご住所・電話番号・メールアドレスをご記入のうえ FAX してくだ

さい。また、カンパやご寄付も受け付けております。どうかご支援をよろしくお願い致します。 

 

◆賛助会員年会費（1 口）・・・・・・ 団体：5,000 円  

 できれば複数口お願いします   個人：2,000 円 

1、振込先： 

＜ゆうちょ銀行＞ 記号番号 01770-1-167836 

銀行振込の場合 一七九支店（179）当座0167836 

口座名称 辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議 

＜みずほ銀行＞ 

口座番号 那覇支店（693）普通1899781 

口座名称 辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議 

 

2、辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議 事務局 

 【連絡先】〒900−0021 沖縄県那覇市泉崎2−105−18 B1 ☎（098）894−6407 FAX（098）894−6417 

  E-mail: all.okinawakaigi@gmail.com  

オール沖縄会議 賛助会員申込書 
お 名 前 
団 体 名 

                      

ご 住 所 〒   ‐     

電話番号：                FAX 番号： 

メールアドレス：             口 数         口 

振込先（どちらかに◯） ゆうちょ銀行 ・ みずほ銀行 金 額      円 

※ 賛助会員の皆さまには、年度末に活動報告書を送らせていただきます。 

※ 寄付金控除等の対象にはなりません。 



2021 年 3 月 

 

みなさまへ 

  

辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議 

  共同代表 稲嶺進  高里鈴代  親川盛一  照屋義実 

金城徹  大城紀夫  新里米吉 

 

オール沖縄会議「賛助会員募集」について（お願い） 

 

1996 年日米両政府は、沖縄県の頭越しに SACO 合意を行い、普天間基地の移転

先を辺野古沿岸部としました。沖縄では、2014 年の暮れの県知事選挙や衆議院

選挙で「辺野古新基地建設」の是非が争点となり、いずれも「辺野古に新基地を

造らせない」候補者が県民の総意として選出されました。しかし、その後も政府

による「辺野古新基地建設」は沖縄の民意を尊重することなく続いています。 

 

沖縄では当初、平和・民主団体や労働団体、市民グループがそれぞれで「辺野

古新基地建設」に反対の声を上げ、工事が強行されているキャンプシュワブのゲ

ート前等で体を張った抗議を行っていました。 

地方自治や住民自治を蔑ろにする日米両政府に立ち向かうために、全沖縄、全

県民的な対抗軸の参加結集が呼びかけられ、あらゆる政党・会派、経済団体、労

働団体、平和・民主団体、女性・青年団体、学者・文化人、法律家団体などを網

羅し、さらには各市町村に立ち上がった“島ぐるみ会議”をベースにする広範

な市民参加の「辺野古に新基地を造らせない オール沖縄会議」が、2015 年 12 月

14 日結成されました。 

 

オール沖縄会議は、「辺野古に新基地を造らせない」故翁長雄志知事の政治理

念の実現と、その遺志を引き継ぐ玉城デニー知事を支え、2013 年の「建白書」

の実現を目指して、普天間基地の閉鎖撤去と県内移設断念、オスプレイの配備撤

回を政府に求め続けています。結成から６年目に入り未だ道半ばですが、新たな

軍事基地は決して造らせないという当時の思いは変わることなく、県民を鼓舞

し、辺野古のゲート前、海上、浜テント、安和、塩川の連日の抗議活動を県内外

の連帯でつなぐ活動を行っています。 

 

これまでオール沖縄会議は、構成団体からの会費や県民大会での皆様からの

ご寄付に支えられて運営してきました。しかし、今後の運動の推進のためにはさ

らなる財政強化の取り組みが必要となり、新年度、より一層のご支援をいただく

ために、県内外に広く賛助会員を募集することとしました。 

 

私たちが活動できているのは、日ごろからみなさまに支えていただいている

お陰です。今後ともみなさまのご支援をどうぞよろしくお願いします。 


